
様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

年 6 月 20 日

静岡県知事　鈴木　康友　殿

 提出者

住　所

氏　名

電話番号

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①

②

③

④

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

令和 6

計 画 期 間

有機顔料製造［２０３６］・印刷インキ製造［２０５５］

資本金５億円

５４６人

別紙参照（１）

事 業 の 種 類

事 業 の 規 模

従 業 員 数

特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

特別管理産業廃棄物処理計画書

：富士市天間４００番地　

：トーヨーカラー㈱富士製造所
　　　　　製造所長　橋本季行

：0545-71-1552　　

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

トーヨーカラー㈱富士製造所

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称

富士市天間４００番地事 業 場 の 所 在 地

令和６年４月１日～令和７年３月３１日



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和　 5 年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

引火性廃油と腐食性廃酸の管理強化

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

10

・助燃材を有価物として処理出来る業者を調査
・助燃材の品質から再蒸留可能な品質に出来る様に検討
・混入している汚泥比率を低減

 ②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

排　　　出　　　量 100

再蒸留可能品とそれ以外の分別

②計画

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

（第２面）

別紙参照（２）

 ①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

排　　　出　　　量 102.2 6.8

再蒸留出来るものは有価物として対応。
処理業者の選択を増やし再利用及び助燃材で有価化を検討。



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　 5 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和　 5 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組 ）

0

自ら中間処理により減量する
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 0

0

0

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 熱 回 収 を 行 う
特別管理産業廃棄物の量 0

自ら中間処理により減量した
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 0 0

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
特別管理産業廃棄物の量 0

特別管理産業廃棄物の種類

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
特別管理産業廃棄物の量 0 0

引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 再 生 利 用 を 行 っ た
特別管理産業廃棄物の量 0 0

（第３面）

①現状



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度（令和　 5 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　 5 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

全 処 理 委 託 量 102.2 6.8

6.8

再生利用業者への
処 理 委 託 量

71.8 0.4

（第４面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た
特別管理産業廃棄物の量

0

2.1
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

23.1

【引火性廃油】
再蒸留出来る品質、助燃材になる品質とそれ以外に区別して管理

【腐食性廃酸】
技術試作案件

①現状 認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

48.1 0.4

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 71.6

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う
特別管理産業廃棄物の量

0 0

0



【目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

【前年度（令和　 5 年度）実績】

（今後実施する予定の取組等）

　　※事務処理欄

3

【引火性廃油】
再蒸留できる品位になる様、検討を進め有価化にしていく。

【腐食性廃酸】
技術試作案件

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

40 3

全 処 理 委 託 量 100

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 70 10

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

20

（第５面）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 腐食性廃酸

70 3

10

全数、電子マニフェストで対応しています。

電子情報処理組織の使用
に関する事項

109 ｔ

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

排 出 量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）






